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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜部屋移動＞
・木村　格治様～東C6　→　東合併
＜患者様連絡事項＞
・和田　みよ子様～定期の栄養カテーテル交換の指示を受ける。次回：R2.4.22(水)予定。
・助川　節子様～田中Dr.指示にて点滴内容変更。
・YDソリタT3 500ml+フロセミド(20)1A（0：00～12：00、12：00～24：00）
　4/14まで。

・タゾピペ(2.25)1V+生食100ml（8：00、16：00、23：00）
　4/12まで。
　本日15：30、田中Dr.より病状説明を行う。栄養状態等の説明を行い、経管栄養実施するか、また、実施にあたり、リスクについて説明をした上で、家族間で話し合いをして頂き、返事を頂く予定。

・見付　勝博様～点滴）ＹＤソリタ－Ｔ３号輸液　５００ｍＬ 1 袋  

 　　　　　　　　　　　フルスルチアミン静注５０ｍｇ　2A　　　4/8.9分処方。
・小澤　和子様～便秘7日目。ケンエーG浣腸　1本処方。
・斉藤　志郎様～硬便であり、浣腸希望する。ケンエーG浣腸　1本処方。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。作業療法や他者についての不満を訴えるが、粗暴性やトラブルなく経過。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。表情はやや冴えない様子だが、妄想発言や不穏・興奮は無く、対応も落ち着いている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・助川　節子様～酸素1ℓ継続中。全身の浮腫は変わらずあり。体交時に喘鳴あり。HR70～110台で経過。他バイタルサインの異常はない。本日定期Ba交換済み。
・田邊　廣二様～飲酒に関した訴え低血糖症状なし。ホールや自室で過ごす。
・福嶋 芳子様～10：30体温37.9℃。14：00には体温36.0℃で経過。左手首の疼痛
の訴えが聞かれるが自制内。湿布貼付にて経過観察中。不調の訴えなし。
＜新入院患者様情報＞
　　氏名：田代　春枝（たしろ　はるえ）様

生年月日：昭和17年2月15日　78歳

　　病名：軽度認知障害

　合併症：神経症・不眠症・高血圧症

　　性別：女性

　主治医：金Dr（サポート：田名部Dr.）

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Bユニット

(経過）

　H27年頃より住宅型有料老人ホーム「すこやかホームゆうゆう」に入居中。

当初より、意に沿わないと怒り出す等の言動あった。R1年5月頃より易怒性が強くなり、
大声での威嚇、言動があり他入居者が怯えて泣き出す事もあった。施設側よりR2年4月末
での退居を言い渡され、三女様から本人へ伝えた所、他利用者様に対し、「あなたのせい
で施設を出なければならなくなった」等の内容の手紙を作成し渡す行為が見られている。
担当ケアマネと相談し、鑑別診断・専門治療を希望されR2.2.10当院初診し薬物療法開始。

　R2.2.19施設職員やケアマネの言う事を払いのけて受け付けず。ケアマネより、妄想等の
精神症状が強く、集団生活は困難と考えており、城北病院や関連機関へ、退所先の相談を
してもどこも断られていると話す。一方ではケアマネより家族に申込みリストを渡して南
山苑などを申込むよう伝えているという。

　上記の経過から、施設対応困難、症状改善と環境調整目的にて、R2.4.8東病棟Bユニッ
トへ医療保護入院となる。
・洗濯：パンツのみ家族

・CSセット：Bプラン

・小遣い：なし

・緊急時：搬送希望（指定病院なし）
※家族来院時、入院時の書類を渡してください。

